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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫

��
��������������		

����

����

����������������
����������������
����������������
�
�
�
�����������������
����������������
����������������
����������������

�
�
�
�
�����������������
����������������
����������������
����������������
����������������

�
�
�
�
�



�広報まつまえ 平成２０年３月号

 

 

 

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方

は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
、
次
の
用
件
に
あ
て
は
ま
る

方
で
す
。（
た
だ
し
、失
権
者
は
除

き
ま
す
。）
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（
昭
和　

年
４
月
７
日
ま
で
に
生

６３

ま
れ
た
方
）
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投
票
は
、
４
月
２
日
頃
お
送
り

す
る
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
に
記
載

し
て
い
る
投
票
所（
上
記
一
覧
表
）

で
投
票
で
き
ま
す
。
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投
票
の
際
は
、
入
場
券
を
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
あ
や
ま
っ
て
紛
失
等
し

た
場
合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
そ
の
旨
を

お
話
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
場
券
が
届
か
な
い
方

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
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投
票
時
間
は
、�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
で
す
。
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「
ケ
ガ
な
ど
で
字
が
書
け
な
い
」

な
ど
と
い
う
方
の
た
め
に
、
各
投

票
所
に
は
本
人
に
代
わ
っ
て
記
載

し
て
く
れ
る
投
票
補
助
者
を
お
い

て
い
ま
す
。
本
人
の
指
示
に
従
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
投
票
内
容
の

秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

遠
慮
な
く
係
員
へ
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。
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住　　　所投　票　所　の　名　称投票区名

原口３９６番地の２原 口 老 人 憩 の 家第１投票区

江良４２５番地の１パートナーシップランド第２投票区

清部４６０番地の２清部生活改善センター第３投票区

茂草６１８番地茂 草 町 内 会 館第４投票区

静浦３１４番地の９静 浦 町 内 会 館第５投票区

赤神１２６番地小島地区基幹集落センター第６投票区

札前３５６番地の２札前生活改善センター第７投票区

館浜３２３番地館浜生活改善センター第８投票区

建石５２番地の６建石コミュニティセンター第９投票区

弁天松前港地内漁 民 セ ン タ ー第１０投票区

大磯７３番地大 磯 町 内 会 館第１１投票区

唐津５１番地の１ふれあい交流センター第１２投票区

福山２４８番地松 前 町 役 場第１３投票区

豊岡２５８番地旧 さ く ら 保 育 園第１４投票区

月島２２７番地の５月 島 福 祉 の 家第１５投票区

朝日３７２番地の１朝 日 寿 の 家第１６投票区

大沢３１０番地の１大 沢 老 人 憩 の 家第１７投票区

荒谷１５１番地荒 谷 寿 の 家第１８投票区

白神２５０番地旧 白 神 町 内 会 館第１９投票区
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� 広報まつまえ 平成２０年３月号

　

投
票
日
の
当
日
、
仕
事
・
旅
行
・

病
気
・
レ
ジ
ャ
ー
・
買
物
な
ど
で

当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期

日
前
・
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

�
��
�

４
月
２
日
（
水
）
〜
５
日
（
土
）

�
��
�

　

役
場
又
は
各
支
所
の
４
か
所
で

期
日
前
・
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

�
��
�

役　

場
＝
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

各
支
所
＝
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

　

な
お
、
期
間
中
の
土
曜
日
も
こ

の
時
間
で
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
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�
�
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�
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選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙

な
ど
の
必
要
な
書
類
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
請
求
用
紙
は
用
意
し

て
お
り
ま
す
が
、
書
面
で
あ
れ
ば

形
式
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
本
人
が
請
求
し
な
い
と
投
票

用
紙
等
は
送
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

請
求
は
郵
送
で
も
で
き
ま
す
し
、

告
示
日
前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

�
��������	
�

　

請
求
を
受
け
た
後
、
後
日
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
投
票
用
紙
と
関

係
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
れ

ら
を
持
っ
て
、
滞
在
先
近
く
の
選

挙
管
理
委
員
会
（
市
役
所
・
役
場

等
）
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
滞
在
先
で
の
投
票
が
遅

く
な
り
ま
す
と
、
投
票
日
ま
で
に

貴
重
な
一
票
が
届
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
無
効
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
投
票

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
の
た
め
、

郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
方
は
、
障
が
い
の

程
度
な
ど
条
件
（
下
表
）
が
あ
り

ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
事
前

に
対
象
者
に
請
求
書
等
関
係
書
類

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
在
宅
投
票

を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
早
め
に
選
挙
管
理

委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

入
院
先
の
病
院
な
ど
で
投
票
が

で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

入
院
先
の
病
院
な
ど
が
、
不
在

者
投
票
の
で
き
る
施
設
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
は
、
病
院
な
ど
に
不
在
者
投

票
を
希
望
す
る
旨
の
申
し
出
を
す

れ
ば
、
病
院
で
手
続
き
を
取
っ
て

く
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
病
院
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
内
で
不
在
者
投
票
で

き
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
の
は『
町
立
松
前
病
院
』と『
松

前
南
殿
荘
』と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

■
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
（
入
場

券
・
名
刺
な
ど
）
に
候
補
者
の

氏
名
を
記
載
し
た
も
の

■
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
を
記

載
し
た
も
の

■
２
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を

記
載
し
た
も
の

■
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
、
他
事

を
記
載
し
た
も
の

■
白
紙
の
も
の

■
単
に
雑
事
や
記
号
、
符
号
を
記

載
し
た
も
の

 

　

松
前
町
長
選
挙
の
開
票
は
即
日

開
票
で
す
。

　

開
票
は
午
後
８
時
か
ら
町
民
体

育
館
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
参
観
人
は
到
着
順
に　
１００

人
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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開
票
速
報
は
、
役
場
前
に
掲
示

し
ま
す
が
、
最
終
開
票
結
果
に
つ

い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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�広報まつまえ 平成２０年３月号
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茂草町内会館９：３０～１１：３０茂　草

３月１７日（月）
静浦老人憩の家１３：３０～１５：３０静　浦

札前生活改善センター９：３０～１１：３０札　前

小島地区基幹集落センター１３：３０～１５：３０赤　神

白神寿の家９：３０～１１：３０白　神

３月１８日（火）
荒谷寿の家１３：３０～１５：３０荒　谷

大沢老人憩の家９：３０～１１：３０大　沢

朝日寿の家１３：３０～１５：３０上川・朝日

清部生活改善センター９：３０～１１：３０清　部

３月１９日（水） 原口老人憩の家１３：３０～１５：３０原　口

パートナーシップランド「いさりび」９：３０～１５：３０江　良

館浜生活改善センター９：３０～１１：３０館　浜３月２１日（金）

月島福祉の家９：３０～１１：３０月　島

３月２４日（月）
ふれあい交流センター１３：３０～１５：３０松城・唐津

漁民センター９：３０～１１：３０弁天・建石

大磯町内会館１３：３０～１５：３０博多・大磯

役場９：３０～１５：３０豊岡・福山３月２５日（火）

　現在交付されています国民健康保険被保険者証（国保の保険証）の有効期限は、平成２０年４月３０日まで
となっていますが、�������	
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���	�������������	������ !"
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　現在使用している国保の保険証（世帯全員分）、７０歳～７４歳の方は高齢受給者証も持参してください。
　※代理人が受領する場合は、代理人の印鑑を持参してください。
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　平成２０年４月から７５歳以上の方（一定の障がいのある方は６５歳以上）は、現在加入している医療保険
（国民健康保険、健康保険組合、共済等）から脱退し、新たな後期高齢者医療制度に加入することになる
ため、後期高齢者医療の保険証を交付します。
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　現在使用している老人保健医療受給者証（限度額適用・標準負担額減額認定証、特定疾病受療証をお持
ちの方は一緒に持参してください。）
　※代理人が受領する場合は、代理人の印鑑を持参してください。
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� 広報まつまえ 平成２０年３月号
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　平成２０年度から７０歳から７４歳まで（高齢受給者）の自己負担割合が２割負担となる予定でし
たが、凍結措置により実施が１年間延期され、平成２１年４月
から実施予定となりました。
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　平成２０年度から７５歳以上の方等を対象とした「後期高齢者医療制度」が創設されます。
　今までの老人保健制度は、市町村が運営をしてきましたが、後期高齢者医療制度では、「北海道後
期高齢者医療広域連合」が運営します。
　後期高齢者医療制度では、国保や会社の健保などの医療保険を脱退し、後期高齢者医療制度に加入
することになります。（詳細は２月号広報をご覧願います。）
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　お医者さんにかかったときの自己負担割合は、今まで３歳未満が２割負担となっていますが、平成
２０年４月から対象者が「義務教育就学（小学校
入学）前」までに拡大されます。
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　会社などを退職して国保に加入し、被用者年金（厚生年金など）を受けられる７５歳未満の方とそ
の被扶養者は退職者医療制度で医療を受けますが、平成２０年４月からその対象年齢が６５歳未満に
変わります。６５歳以上になると、一般の国保の加入者になります。



�広報まつまえ 平成２０年３月号
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誕生日から後期高齢者医療へ加入します。
年度途中で７５歳になる方は国保の
資格を喪失します。

国民健康保険
国保の保険証を交付します。
�������	
��
�

７５歳未満の方には引き続き、国民健
康保険証を更新します。
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　平成２０年４月１日において７５歳以上の方は、３月３１日で国保の資格を喪失し、４月１日より
後期高齢者医療制度に移行するため、「後期高齢者医療被保険者証」（後期高齢者医療の保険証）を交
付します。有効期限は平成２１年７月３１日となります。
　７５歳未満の方は、国保の保険証を交付します。有効期限は平成２１年４月３０日となります。

�������	
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　７５歳の誕生日の前日までは国保の被保険者です。７５歳の誕生日で国保の資格を喪失し、後期高
齢者医療制度に加入します。
　（例）昭和８年５月２０日生まれの方の場合、有効期限は平成２０年５月１９日になります。
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　国保の退職者医療（退職国保）の対象年齢が６５歳未満（現行は７５歳未満）に引き下げられるた
め、平成２０年４月１日から一般国保の保険証を交付します。

�������	
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� !

　退職国保の対象年齢が６５歳未満（現行は７５歳未満）に引き下げられるため、６５歳の誕生日の
月の末日までは一般国保となります。誕生日の月の翌日からは一般国保になります。
（例）昭和１８年５月２０日生まれの方の場合、一般国保の有効期限は５月３１日までとなり、６月
１日から一般国保になります。

後期高齢者医療の保険証を交付します。
�������	
���


７５歳以上の方は国保の資格を喪失
します。

国民健康保険
国保の保険証を交付します。
�������	
��
�

７５歳未満の方には引き続き、国民健
康保険証を更新します。

一般国保の保険証を交付します。
�������	
��
�

６５歳以上の方は退職国保から一般
国保へ移行します。国民健康保険

（退職国保） 退職国保の保険証を交付します。
�������	
��
�

６５歳未満の退職本人の方は引き続
き退職国保になります。

退職国保の有効期限が��������
の保険証を交付します。誕生日の月の翌
月から一般国保になります。（被扶養者
も一般国保になります。）

年度途中で６５歳になる方は退職国
保から一般国保へ移行します。国民健康保険

（退職国保）
退職国保の保険証を交付します。
�������	
��
�

６５歳未満の退職本人の方は引き続
き退職国保になります。



� 広報まつまえ 平成２０年３月号

　協働とは、・・・　住民と行政が相互に自立した立場で、協力して目標達成のため力
を尽くすことです。
　今、地方自治体を取り巻く環境は、地方の自立、地方分権の中にあってまちづくりに
住民参加が強く求められております。
　自らのまち（地域）は、みんなで協働して知恵や力を出し合いながら、住みよい町に
創り育てていくことが大切です。
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�広報まつまえ 平成２０年３月号

　

一
茶
ま
つ
り
全
国
小
中
学
生
俳

句
大
会
実
行
委
員
会
主
催
の
平
成

　

年
度
「
炎
天
寺
一
茶
ま
つ
り
」

１９全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会
に
お
い

て
入
選
し
ま
し
た
。

　

一
茶
ま
つ
り
全
国
小
中
学
生
俳

句
大
会
実
行
委
員
会
主
催
の
平
成

　

年
度
「
炎
天
寺
一
茶
ま
つ
り
」

１９全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会
に
お
い

て
入
選
し
ま
し
た
。

　

一
茶
ま
つ
り
全
国
小
中
学
生
俳

句
大
会
実
行
委
員
会
主
催
の
平
成

　

年
度
「
炎
天
寺
一
茶
ま
つ
り
」

１９全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会
に
お
い

て
入
選
し
ま
し
た
。

　

俳
句
の
く
に　

三
重（
三
重
県
・

三
重
県
教
育
委
員
会
）
主
催
の
平

成　

年
度
全
国
俳
句
募
集
「
山
の

１８
一
句
」
に
お
い
て
佳
作
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

函
館
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主

催
の
平
成　

年
度
「
小
学
生
人
権

１８

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い

て
５
年
の
部
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

函
館
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主

催
の
平
成　

年
度
「
小
学
生
人
権

１８

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い

て
５
年
の
部
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

俳
句
の
く
に　

三
重（
三
重
県
・

三
重
県
教
育
委
員
会
）
主
催
の
平

成　

年
度
全
国
俳
句
募
集
「
山
の

１８
一
句
」
に
お
い
て
佳
作
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

俳
句
の
く
に　

三
重（
三
重
県
・

三
重
県
教
育
委
員
会
）
主
催
の
平

成　

年
度
全
国
俳
句
募
集
「
山
の

１８
一
句
」
に
お
い
て
佳
作
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主

催
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に

お
い
て
函
館
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
道
南

地
方
実
施
委
員
会
主
催
の
第　

回
３４

道
南
地
方
中
学
生
「
社
明
標
語
入

り
ポ
ス
タ
ー
展
」
に
お
い
て
優
秀

賞
（
渡
島
教
育
局
長
賞
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

函
館
海
上
保
安
部
主
催
の
平
成

　

年
度
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海

１９図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て

う
ー
み
ん
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

函
館
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主

催
の
平
成　

年
度
「
中
学
生
人
権

１９

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い

て
２
年
の
部
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

北
海
道
主
催
の
第　

回
「
全
道

２１

中
学
生
の
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ

ス
タ
ー
展
」
に
お
い
て
渡
島
教
育

局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
道
南

地
方
実
施
委
員
会
主
催
の
第　

回
３４

道
南
地
方
中
学
生
「
社
明
標
語
入

り
ポ
ス
タ
ー
展
」
に
お
い
て
佳
作

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
主
催
の
第　

回
「
全
道

２１

中
学
生
の
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ

ス
タ
ー
展
」
に
お
い
て
渡
島
支
庁

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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� 広報まつまえ 平成２０年３月号

　

北
海
道
主
催
の
第　

回
「
全
道

２１

中
学
生
の
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ

ス
タ
ー
展
」
に
お
い
て
渡
島
支
庁

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
教
育
庁
渡
島
教
育
局
主

催
の
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん（
生
活
リ
ズ
ム
向
上
）コ
ン
ク
ー

ル
」
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
お
い
て
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
学
校
図
書
館
協
会
・
毎

日
新
聞
社
北
海
道
支
社
主
催
の
第

　

回
「
青
少
年
読
書
感
想
文
全
道

５３コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
特
別
賞

（
北
海
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
学
校
図
書
館
協
会
・
毎

日
新
聞
社
北
海
道
支
社
主
催
の
第

　

回
「
青
少
年
読
書
感
想
文
全
道

５３コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
優
良
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
青
少
年
読
書
感
想
文
道
南
支

部
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
６
月　

日
・　

日
開

１９

１６

１７

催
の
第　

回
北
海
道
小
学
生
陸
上

２５

競
技
大
会
に
お
い
て
小
学
５
年
生

男
子
走
幅
跳　

４
ｍ　

で
第
２
位

１７

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

 

　

平
成　

年
６
月　

日
・　

日
開

１９

１６

１７

催
の
第　

回
北
海
道
小
学
生
陸
上

２５

競
技
大
会
に
お
い
て
小
学
５
年
生

女
子
１
０
０
ｍ　
　

秒　

で
第
２

１４

３０

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月　

日
開
催
の
北

１９

２３

海
道
知
事
杯
第　

回
道
新
パ
ー
ク

１０

ゴ
ル
フ
全
道
大
会
に
お
い
て
第
２

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
７
月
８
日
・
９
日
開

１８

催
の
第　

回
道
南
陸
上
競
技
選
手

３９

権
大
会
に
お
い
て
小
学
６
年
生
男

子
１
５
０
０
ｍ　

４
分　

秒　

で

５６

７６

第
１
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
７
月
７
日
・
８
日
開

１９

催
の
第　

回
記
念
道
南
陸
上
競
技

４０

選
手
権
大
会
に
お
い
て
中
学
１
年

生
男
子
１
５
０
０
ｍ　

４
分　

秒
４８

　

で
第
１
位
の
成
績
を
収
め
ま
し

３５た
。　

　

平
成　

年
５
月　

日
・　

日
開

１８

１３

１４

催
の
第　

回
道
南
春
季
小
学
校
陸

６１

上
競
技
大
会
に
お
い
て
小
学
４
年

生
女
子
走
幅
跳　

３
ｍ　

で
第
１

５８

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
８
月
４
日
開
催
の
第

１９

４
回
日
新
産
業
杯
陸
上
競
技
大
会

に
お
い
て
小
学
５
年
生
女
子
走
幅

跳　

４
ｍ　

で
第
２
位
の
成
績
を

０９

収
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月　

日
・　

日
開

１８

１６

１７

催
の
平
成　

年
度
第　

回
道
新
杯

１８

２８

秋
季
道
南
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

に
お
い
て
、
小
学
５
年
生
男
子
砲

丸
投
げ　

７
ｍ　

で
第
１
位
の
成

１０

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月　

日
・　

日
開

１９

１５

１６

催
の
平
成　

年
度
第　

回
道
新
杯

１９

２９

秋
季
道
南
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

に
お
い
て
、
小
学
６
年
生
男
子
砲

丸
投
げ　
　

ｍ　

で
第
２
位
の
成

１０

８１

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
６
月　

日
開
催
の
平

１８

２７

成　

年
度
渡
島
中
学
校
体
育
大
会

１８
第　

回
渡
島
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト

５２
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
優
勝
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
６
月　

日
開
催
の
平

１９

２６

成　

年
度
渡
島
中
学
校
体
育
大
会

１９
第　

回
渡
島
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト

５３
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
優
勝
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
北
海
道
中

１９

学
校
体
育
大
会
第　

回
北
海
道
中

３５

学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
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１
月　

日
、
町
民
体
育
館
で
百

２６

人
一
首
カ
ル
タ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
　

回
目
と
な
っ
た
今
回
の
大
会

３８
に
は
、
小
・
中
学
生　

チ
ー
ム
、

４３

　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１３１
　

張
り
つ
め
た
雰
囲
気
の
中
、
子

ど
も
た
ち
は
真
剣
な
目
で
木
札
を

取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
各
部
３
位
ま
で
）

○
小
学
生
低
学
年
の
部

　

優
勝　

Ｃ
３
（
大
島
小
）

〔
渡
辺　

和
・
小
川　

悠
・
佐
藤

圭
吾
〕

　

２
位　

レ
イ
ン
ボ
ー（
館
浜
小
）

　

３
位　

帰
っ
て
き
た
カ
ル
タ

　
　
　

し
ゅ
ん
さ
つ
団（
白
神
小
）

○
小
学
生
高
学
年
の
部

　

優
勝　

パ
ニ
パ
ニ
パ
ニ
ッ
ク

　
　
（
館
浜
小
）

〔
佐
々
木
貴
宏
・
小
野
寺　

燈
・

小
野
寺
明
日
香
〕

　

２
位　

Ｄ
・
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
Ｓ

（
大
島
小
）

　

３
位　

Ｍ
Ａ
Ｘ　
　
（
館
浜
小
）

○
中
学
年
の
部

　

優
勝　

パ
ト
リ
ッ
ク（
松
前
中
）

〔
小
野
寺
一
希
・
松
谷
美
津
子
・

滝
川
未
来
〕

　

２
位　

松
前
中　
　
（
松
前
中
）

　

３
位　

Ｔ
・
Ｋ
・
Ｒ
（
松
前
中
）

������������������������������������������
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１
月　

日
、
町
民
総
合
セ
ン

３１

タ
ー
で
第　

回
松
前
町
農
漁
村
生

２６

活
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
消
費
生
活
の
多
様
化

に
よ
り
家
庭
生
活
に
ど
の
よ
う
な

も
の
を
取
り
入
れ
、
ど
の
よ
う
に

伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
な
ど
、
豊
か
な
農
漁
村
生
活
を

営
む
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を

見
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
生
活
展
に
は
、
漬
物
、

食
品
加
工
、
お
や
つ
、
リ
フ
ォ
ー

ム
の
４
部
門
に　

点
が
出
展
さ
れ

７２

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
公
開
で
は
、

主
婦
な
ど
約　

名
が
訪
れ
、
工
夫

２００

を
凝
ら
し
た
作
品
を
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
各
部
門
の
優
秀
賞
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
漬
物
の
部

『
ダ
イ
コ
ン
の
醤
油
漬
け
』

　

佐
藤
秀
子
さ
ん
（
字
江
良
）

▼
食
品
加
工
の
部

『
ふ
き
の
肉
づ
め
』

　

川
合
洋
枝
さ
ん
（
字
茂
草
）

▼
お
や
つ
の
部

『
よ
ご
み
の
ベ
コ
も
ち
』

　

佐
藤
初
子
さ
ん
（
字
館
浜
）

▼
リ
フ
ォ
ー
ム
の
部

『
お
ひ
な
さ
ま
』

　

佐
藤
秀
子
さ
ん
（
字
江
良
）

　

こ
の
た
び
、
堀
川
鉄
之
助
さ

ん
（
字
茂
草
）
と
油
野
俊
彦
さ

ん
（
字
江
良
）、
商
工
会
青
年
部

（
部
長
石
戸
保
）
が
全
国
商
工

会
連
合
会
長
表
彰
を
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

堀
川
さ
ん
と
油
野
さ
ん
は
平

成　

年
５
月
か
ら
現
在
ま
で
の

１０
９
年
以
上
に
わ
た
り
商
工
会
員

と
し
て
地
域
の
商
工
業
の
振
興

並
び
に
商
工
会
事
業
の
推
進
に
、

商
工
会
青
年
部
は
各
種
事
業
を

通
し
て
地
域
の
商
工
業
振
興
並

び
に
商
工
会
へ
の
加
入
促
進
等

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
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２
月　

日
、
町
民
体
育
館
で
、

１６

第　

回
松
前
町
民
ス
ー
パ
ー
ホ
ッ

１７
ケ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
冬
期
間
の
健
康

増
進
と
体
力
づ
く
り
を
図
る
と
と

も
に
、
誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
小
・
中
学
生
な
ど　
３０

チ
ー
ム　

名
が
参
加
し
、
声
援
す

２１０

る
父
母
な
ど
を
含
め
て
大
変
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

〔
大
会
成
績
〕

◆
小
学
生
男
子
の
部

　

優
勝　

Ｃ
・
Ｋ
・
Ｙ
（
小
島
小
）

　

２
位　

大
島
ゴ
ー
ル
デ
ン
ズ

（
大
島
小
）

　

３
位　

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ム

（
松
城
小
）

◆
小
学
生
女
子
の
部

　

優
勝　

ｃ
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ（

小
島
小
）

　

２
位　

大
島
ジ
ャ
ン
プ（

大
島
小
）

　

３
位　

み
た
ら
し
だ
ん
ご

（
松
城
小
）

◆
中
学
生
男
子
の
部

　

優
勝　

み
な
テ
ィ
ー
Ｓ
Ｈ

（
松
前
中
）

　

２
位　

チ
ー
ム
ケ
ン
ト（

松
前
中
）

　

３
位　

ボ
ン
ズ　
　
（
松
前
中
）

◆
中
学
生
女
子
の
部

　

優
勝　

ら
ぶ
ら
ぶ
…
Ｐ（

松
前
中
）

　
　
　
　

Ｍ
Ｔ
Ｔ
北
海
道

　
　
（
松
前
中
）

※
１
勝
１
敗
得
失
点
差
同
点
で
両

チ
ー
ム
優
勝
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こ
の
ほ
ど
、
平
成　

年
度
Ｎ
Ｈ

１９

Ｋ
全
国
俳
句
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

で
坂
本
綾
乃
さ
ん（
白
神
小
５
年
）

が
特
選
を
、
坂
本
琢
磨
く
ん
（
白

神
小
４
年
）
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
約
３
万
３
千
句

の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
坂
本
綾
乃
さ
ん
は

小
学
生
の
部
で
北
海
道
唯
一
の
特

選
と
な
り
ま
し
た
。

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
】

◇
特
選　

坂
本
綾
乃
さ
ん

　

す
ず
ら
ん
の
花
が
今
に
も
ひ
び

き
そ
う

◇
入
選　

坂
本
琢
磨
く
ん

　

虹
の
橋
歩
い
て
み
た
い
な
海
の

上
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２
月　

日
、
町
民
体
育
館
で
第

１０

９
回
松
前
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
長
杯

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
サ
ッ
カ
ー
協

会
（
会
長　

石
戸
保
）
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
学
生
・
高
校
生
・

社
会
人
合
わ
せ
て
８
チ
ー
ム　

名
５３

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

優　

勝　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｙ
松
前
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
人
）

﹇
佐
々
木
啓　

畑
田
宏
紀　

山
本

伸
洋　

槻
館
竜
棟　

平
田
譲
二

福
原
英　

西
川
典
英　

場
谷
一

穂
﹈

準
優
勝　

Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
２
代
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
前
中
）

３　

位　

松
高
Ａ　
　
（
松
前
高
）
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２
月
３
日
、小
島
小
学
校
で「
第

　

回
小
島
地
区
芸
能
文
化
祭
」
が

３２『
躍
動
の
心
の
か
け
橋
文
化
祭
』

を
テ
ー
マ
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
芸
能
祭
は
、
小
島
地
区
文

化
団
体
協
議
会
（
会
長　

宮
本
理

恵
子
）
が
主
催
し
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
舞
台
部
門
・

展
示
部
門
・
各
種
バ
ザ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
舞
台
部

門
に
は
、
小
島
地
区
の
保
育
所
園

児
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
ま
で
約　

名
２５０

余
り
が
参
加
し
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
成
果

を
発
表
す
る
出
演
者
の
演
技
に
約

　

人
の
観
客
は
、
盛
ん
に
拍
手
を

７００送
っ
て
い
ま
し
た
。

����
��
��
��
��
��
		



��
��




����

　

１
月　

日
、
北
海
道
損
害
保
険

３０

代
理
業
協
会
函
館
支
部
（
支
部
長

　

松
浦
則
雄
）
が
南
殿
荘
に
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル　

本
を
寄
贈
し
ま
し

２００

た
。

　

こ
れ
は
、
同
協
会
が
毎
年
行
っ

て
い
る
タ
オ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事

業
の
一
環
で
、
協
賛
代
理
店　

店
７０

か
ら
不
要
と
な
っ
た
未
使
用
の
タ

オ
ル
を
収
集
し
て
管
内
の
福
祉
施

設
に
寄
贈
し
て
お
り
、
今
回
初
め

て
南
殿
荘
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
タ
オ
ル
は
、
主
に

入
居
者
の
入
浴
の
際
や
お
手
ふ
き

な
ど
、
大
切
に
使
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
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２
月
８
日
、
松
前
南
殿
荘
で
松

城
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
が
出

張
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
城
小
学
校
ス
ク
ー

ル
バ
ン
ド
が
、
演
奏
発
表
会
の
な

い
こ
の
時
期
に
、
南
殿
荘
を
慰
問

し
て
普
段
聞
く
こ
と
の
な
い
管
楽

器
に
よ
る
音
楽
に
触
れ
て
も
ら
い

入
居
者
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
児
童　

名
が
普
段
の

２４

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、

「
涙
そ
う
そ
う
」
や
「
水
戸
黄
門
」

な
ど
迫
力
あ
る
演
奏
を
入
居
者
に

披
露
し
ま
し
た
。
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２
月
９
日
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
ラ
ン
ド
「
い
さ
り
び
」
で
「
第

　

回
大
島
地
区
春
の
芸
能
祭
」
が

２８盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
芸
能
祭
は
、
大
島
地
区
文

化
団
体
協
議
会
（
会
長　

中
江
清

隆
）
が
主
催
し
「
人
々
の
心
ふ
れ

あ
う
芸
能
祭
」
を
合
言
葉
に
、
大

島
地
区
の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
総
勢　

名
が
出
演
し
ま
し
た
。

２００

　

出
演
者
は
、
こ
の
日
の
た
め
に

練
習
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
そ
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
約　

人
７００

の
観
客
を
前
に
見
事
な
演
技
や
歌

声
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
、
盆
踊
集
団
「
す
き

っ
ぺ
」（
代
表
小
野
祥
子
）
が
福
祉

活
動
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
寄
付
を

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
す
き
っ
ぺ
」
が
今
年

で　

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

１５
何
か
記
念
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を

と
会
員
に
呼
び
か
け
、
福
祉
活
動

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
３
年
前
か

ら
会
員
で
募
金
を
し
て
い
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
松
前
南
殿
荘
と
松
前

屋
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
３
カ
所

を
訪
れ
て
、「
福
祉
の
た
め
に
大
切

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
手
渡
し

ま
し
た
。
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２
月
２
日
、
江
良
町
民
体
育
館

で
、「
第　

回
節
分
の
会
」
が
江
良

３０

体
育
振
興
会（
会
長　

中
江
昭
彦
）

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
健

康
安
全
等
を
祈
願
す
る
目
的
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
健
康
祈
祷
や
餅
つ
き
、

お
面
コ
ン
ク
ー
ル
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
後
、
豆
ま
き
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
約　

名
は
節
分

１８０

の
１
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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主
に
、
土
中
に
埋
ま
っ
て
い
る

「
人
の
生
活
の
痕
跡
」（
建
物
跡
な

ど
の
不
動
産
で
あ
る
遺
構
や
、
陶

磁
器
・
土
器
・
石
器
な
ど
の
動
産

で
あ
る
遺
物
）
を
指
し
ま
す
。
遺

構
の
残
っ
て
い
る
範
囲
を「
遺
跡
」、

遺
物
の
み
が
み
ら
れ
る
範
囲
を

「
遺
物
包
含
地
」
と
い
い
、
そ
れ

ら
を
併
せ
て
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
」
と
い
い
ま
す
。
対
象
と
す
る

時
代
は
各
都
道
府
県
に
任
さ
れ
て

お
り
、
北
海
道
で
は
「
明
治
２
年

の
開
拓
使
設
置
以
前
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
は
「
国
民
共
有
の

財
産
」と
し
て
文
化
財
保
護
法（
以

下
「
法
」）
に
基
づ
く
保
護
の
対
象

と
さ
れ
、
適
切
・
大
切
に
保
存
す

る
（
法
第
３
・
４
条
）
こ
と
（「
現

状
保
存
の
原
則
」）が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
土
木
工

事
や
発
掘
な
ど
で
、「
地
面
を
掘
ろ

う
と
す
る
場
合
」
は
、
文
化
庁
長

官
に
届
出
が
必
要
（
法
第　

・　
９２

９３

条
）
で
す
。
も
し
、
工
事
予
定
地

で
新
た
に
遺
跡
を
発
見
し
た
場
合

は
、
工
事
を
止
め
て
発
見
届
け
を

出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
（
法
第　
９６

条
）。
こ
れ
ら
の
場
合
、必
要
が
あ

れ
ば
工
事
前
に
埋
蔵
文
化
財
の
位

置
を
記
録
し
、
遺
物
を
取
り
上
げ

る
方
法
が
執
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
「
記
録
保
存
の
た
め
の
発
掘

調
査
」、一
般
に「
緊
急
発
掘
調
査
」

と
云
い
ま
す
。

　

な
お
、
発
掘
調
査
う
ち
、
大
学

な
ど
が
文
化
庁
に
届
出
を
し
て
、

研
究
目
的
で
行
う
も
の
を
「
学
術

調
査
」と
云
い
、「
緊
急
発
掘
調
査
」

と
区
別
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
史
跡
松
前
氏
城
跡
福
山

城
跡
」（
松
前
城
）
や
、「
神
明
石

切
り
場
跡
」
な
ど
で
、
町
が
文
化

庁
に
届
出
を
し
て
発
掘
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
史
跡
内
で
行
う
調
査

は
、
指
定
地
内
の
現
状
変
更
申
請

（
法
第　

条
）
に
基
づ
き
、
指
定

１２５

地
外
で
行
う
調
査
は
法
第　

条
に

９９

基
づ
き
行
わ
れ
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
が
、
事
前
に
試
掘

調
査
を
行
っ
て
、
遺
物
や
遺
構
が
、

ど
の
あ
た
り
の
、
ど
の
位
の
深
さ

か
ら
出
土
す
る
か
を
調
べ
て
い
ま

す
。「
福
山
城
下
町
遺
跡
」の
場
合

は
、
道
道
松
前
港
線
の
工
事
に
伴

い
、
平
成　

年
度
に
城
郭
の
一
部

１６

が
、
平
成　

年
度
に
は
江
戸
期
の

１７

遺
構
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
の

で
、
こ
の
一
帯
が
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
と
し
て
登
載
さ
れ
た
の
で
す
。

　

先
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
埋
蔵

文
化
財
は
「
国
民
共
有
の
財
産
」

と
し
て
「
現
状
保
存
が
原
則
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

工
事
な
ど
に
よ
っ
て
、
や
む
な
く

「
記
録
保
存
」
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
そ
の
工
事
を
す
る
事

業
者
は
、
現
状
保
存
が
出
来
な
く

な
っ
た
原
因
を
作
っ
た
者
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
記
録

保
存
の
た
め
の
発
掘
調
査
に
必
要

な
経
費
の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
教
育
委
員
会
が
実

施
し
ま
し
た
、
代
行
事
業
町
道
朝

日
豊
岡
線
改
良
工
事
に
関
わ
る

「
東
山
遺
跡
」
や
、
道
道
松
前
港

線
改
良
工
事
に
関
わ
る
「
福
山
城

下
町
遺
跡
」
の
発
掘
調
査
は
、
事

業
者
で
あ
る
北
海
道
が
調
査
費
の

全
額
を
負
担
し
ま
し
た
。
ま
た
、

北
洋
銀
行
の
建
替
え
工
事
に
関
わ

る
発
掘
調
査
は
、
大
企
業
で
あ
る

北
洋
銀
行
に
発
掘
調
査
費
の
全
額

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
自
治
体
や
大

企
業
な
ど
負
担
が
可
能
な
場
合
に

は
、
全
額
の
費
用
負
担
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
小
企

業
や
、
零
細
事
業
者
な
ど
、
費
用

の
全
額
負
担
が
困
難
な
場
合
は
、

国
と
地
方
自
治
体
が
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
こ
の

度
の
道
道
松
前
港
線
改
良
工
事
に

伴
う
、
店
舗
の
建
替
え
で
は
、
二

件
の
補
助
事
業
に
よ
る
緊
急
調
査

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

店
主
の
方
々
に
は
、
重
機
や
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
機
材
提
供
を

お
願
い
し
、
国
・
道
・
町
・
店
主

が
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
負
担
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
一
般
の
個
人
住
宅

の
建
替
え
な
ど
で
埋
蔵
文
化
財
が

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
国
と
地
方

自
治
体
が
負
担
し
、
よ
ほ
ど
の
収

入
が
無
け
れ
ば
個
人
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
大
学
な
ど
が
「
学
術

発
掘
」
を
行
う
場
合
は
、
当
然
そ

の
大
学
が
費
用
を
負
担
し
、
史
跡

な
ど
の
「
整
備
目
的
の
遺
構
確
認

調
査
」
に
つ
い
て
は
、
国
・
道
・

町
が
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
負
担
を
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
「
神
明
石
切
り
場
跡
」

の
現
地
説
明
会
や
「
東
山
遺
跡
」

の
展
示
・
講
演
会
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
も
随
時
公
開
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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７日（金）午前・午後　 郷 医師
２１日（金）午後　　　　白崎医師
２２日（土）午前　　　　白崎医師

５日（水）午前・午後　橋本医師
１２日（水）午前・午後　前田医師
１９日（水）午前・午後　斉藤医師
２６日（水）午前・午後　川田医師

２２日（土）午前　　　　松村医師
　　　　　　　　　 【予約制】
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春
で
す
！　

ま
だ
寒
い
日
も
少
し
は
あ
り
ま
す
が
、
日
に
日
に
暖
か

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
私
は
「
冬
眠
」
か
ら
目
覚
め
、
日
々
の
運

動
を
再
開
し
ま
し
た
！

　

先
月
か
ら
人
生
の
最
期
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。
親
兄
弟
や
親
戚
、

配
偶
者
、
友
人
に
は
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
よ
ね
。

で
も
悲
し
い
か
な
、
い
つ
の
日
か
別
れ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

人
間
、
年
老
い
る
と
し
ま
い
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
理
由
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。（
ア
）物
を
飲
み
込
む
仕
組
み
が

う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
む
せ
る
よ
う
に
な
る
、（
イ
）
寿
命
が
近
づ
き
、

身
体
が
食
べ
る
こ
と
を
自
然
に
求
め
な
く
な
る
、（
ウ
）
認
知
症
が
進
ん

で
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
、（
エ
） 
癌 
で
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
、
な
ど
な
ど
。

�
�

　

医
療
で
は
こ
こ　

年
か
ら　

年
の
あ
い
だ
に
、
食
べ
ら
れ
な
い
人
に

３０

４０

対
し
て
管
で
栄
養
を
流
し
込
ん
だ
り
、
水
分
や
塩
分
を
点
滴
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
進
歩
で
す（
で
し
た
）。

特
に
若
く
て
元
気
だ
け
れ
ど
食
べ
ら
れ
な
い
人
や
、
怪
我
で
食
べ
ら
れ

な
く
な
っ
た
人
、
病
気
で
一
時
的
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
に
と
っ

て
は
ネ
。
で
も
、
年
老
い
て
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
終
わ
り

の
見
え
な
い
病
気
、
あ
る
い
は
治
る
見
込
み
の
な
い
つ
ら
い
病
気
の
場

合
は
ど
う
で
し
ょ
う
・
・
・
・
。
こ
こ
が
わ
れ
わ
れ
医
師
や
患
者
様
、

そ
し
て
御
家
族
の
悩
み
の
始
ま
り
で
す
。

　
　

年
ほ
ど
前
は
こ
の
よ
う
な
治
療
は
お
そ
ら
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

５０
人
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
と
「
横
丁
の 
藪  
井 
先
生
を
呼
ん
で
き
て
」（
落

�
�
��

語
み
た
い
で
す
ナ
）、

家
族
「
先
生
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
」

藪
井
「
う
ー
む
、
残
念
な
が
ら
あ
と
一
週
間
で
す
な
」

家
族
「（
が
っ
か
り
）　

そ
う
で
す
か
・
・
・
」

と
い
う
会
話
が
あ
り
、
親
戚
の
方
を
呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
皆

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
お
う
ち
で
人
生
を
終
え
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
現

代
は
異
な
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
と
ほ
と
ん
ど
の
方

は
病
院
に
入
院
し
、
点
滴
や
経
管
栄
養
が
登
場
し
ま
す
。
昔
の
よ
う
な

自
然
な
「
死
」
は
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。（
別
に
そ

れ
が
悪
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ヨ
）

　

医
療
の
目
標
は
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
楽
で
あ
る
こ
と

や
苦
し
さ
が
少
な
く
な
る
こ
と
」、
い
ま
一
つ
は
「
長
生
き
」
で
す
。
病

気
に
対
す
る
治
療
が
こ
の
二
つ
の
目
標
を
同
時
に
満
た
す
の
で
し
た
ら

い
い
の
で
す
が
、
現
代
の
医
療
で
は
必
ず
し
も
そ
う
は
行
か
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
寝
た
き
り
で
動
け
な
い
け
ど
長
生
き
。
頭
が
全
然
働
か

ず
、
誰
が
見
舞
い
に
来
た
か
も
わ
か
ら
な
い
け
ど
長
生
き
。
あ
る
い
は

頭
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
手
足
も
口
も
自
由
に
な
ら
ず
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
い
る
け
ど
長
生
き
。
こ
の
よ
う
な
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
て
い

る
（
の
で
は
な
い
か
と
こ
ち
ら
が
思
う
）
方
々
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
何

を
行
な
う
の
が
「
正
し
い
」
の
か
あ
る
い
は
「
よ
い
」
の
か
は
誰
も
答

え
を
知
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
皆
、
価
値
観
が
違
う
か
ら
で
す
。
加
え

て
、
社
会
全
体
も
ど
こ
ま
で
を
倫
理
的
に
あ
る
い
は
国
家
経
済
的
に
是

と
す
る
か
を
決
め
か
ね
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
と
が
こ
と
な
だ
け
に
、

わ
が
国
で
は
議
論
す
る
こ
と
す
ら
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

見
え
ま
す
。「
メ
タ
ボ
」と
か
は
す
ぐ
皆
ぎ
ゃ
ん
ぎ
ゃ
ん
騒
ぐ
ん
で
す
が

ね
。
で
も
、
い
よ
い
よ
わ
れ
わ
れ
一
人
一
人
が
こ
の
問
題
を
直
視
し
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

二
回
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
重
い
ね
ー
）。
こ
の
続
き
は
ま
た

次
回
。

　

松
前
町
立
松
前
病
院　

院
長　

木　

村　

眞　

司
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
奉
仕

活
動
、
指
導
活
動
等
を
行
う
５
人

以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
や
グ

ル
ー
プ
（
社
会
教
育
関
係
団
体
）

を
対
象
と
す
る
保
険
で
す
。

�
�
�
�
�

　

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月　

日
３１

ま
で
で
す
。（
途
中
加
入
は
、掛
金

を
口
座
に
振
り
込
ん
だ
日
の
翌
日

か
ら
適
用
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事
故
と
、

そ
の
往
復
途
上
の
事
故
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
教
育
委
員
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
参
加
す
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
の
申
し
込
み
や
掛
金
、
保

険
の
種
類
な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
文

化
教
育
グ
ル
ー
プ
（�
　

－

３
０

４２

６
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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子どもワイド

子どもの団体
（中学生以下）

子どもと一緒にスポーツ
活動を行う大人
（指導者など）

アメリカンフ
ットボール、
山岳登坂等を
行う団体　　

成人のスポーツ
団体

（高校生以上）

老人クラブ
団体

（６０歳以上）

子どもの団体
（中学生以下）
文化・ボラン
ティア活動　
（高校生以上）

区　　分

団体活動中
とその往復
中以外※２

団体活動中
とその往復
※１

団体活動中とその往復中対象事故範囲

１,０５０円１,５００円１,０００円９,０００円１,５００円８００円５００円掛　　金
（１人年額）

１００万円２,１００万円２,０００万円１,０００万円５００万円２,０００万円６００万円２,０００万円死　　亡

１５０万円３,１５０万円３,０００万円１,５００万円７５０万円３,０００万円９００万円３,０００万円後遺障害
（最　　高）

１,０００円５,０００円４,０００円２,５００円１,８００円４,０００円１,８００円４,０００円入　　院
（１日につき）

５００円２,０００円１,５００円１,０００円１,０００円１,５００円１,０００円１,５００円通　　院
（１日につき）

対象となりません突然死（急性心不全、脳内出血等）１６０万円共済見舞金
身体・財物賠償
合算１事故
５００万円
(免責１,０００円）

左記賠償に
身体・財物賠償
合算１事故
５００万円

身体賠償　１人１億円・１事故　５億円　　財物賠償　５００万円 
　　　　　　　　［免責　１,０００円］　　　　　　　［免責　１,０００円］　　

賠償責任保険
（補償限度額）
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広報まつまえ 平成２０年３月号��

　

ふ
れ
あ
い
公
園
（
字
札
前
）
に

あ
る
生
産
物
直
売
施
設
の
利
用
申

込
み
を
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

　

観
光
客
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

訪
れ
た
方
々
に
、
野
菜
や
特
産
品

な
ど
を
販
売
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
４
月　

日
か
ら

２０

１２

　
　
　
　
　
　

月　

日
ま
で

１１

１６

�
�
�
�
�
　

一
日　

円
６００

�
�
�
�
�

　

使
用
許
可
申
請
書
に
納
税
証
明

書
を
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
細
は
、
役
場
総
務
課
政
策
推

進
グ
ル
ー
プ（�
　

－

２
２
７
５
）

４２

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　

道
で
は
、
平
成　

年
度
の
消
費

２０

生
活
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
３
月　

日
１３

（
木
）
ま
で
に
役
場
生
活
環
境
課

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（�
　

－

２

４２

２
７
５
）
へ
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

・
生
活
必
需
品
の
価
格
及
び
出
回

　

り
状
況
の
月
例
調
査

・
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
表
示
等

　

に
つ
い
て
の
調
査
（
年
６
回
程

　

度
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年
１
回
程

　

度
）

・
そ
の
他
必
要
に
応
じ
意
見
等
の

　

報
告

�
�
�
　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

�
�
�
�
　

月
額
２
千
円

�
�
�
�
�
　

１
名

 

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
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��広報まつまえ 平成２０年３月号

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
長
年
の
生

活
習
慣
な
ど
に
よ
り
骨
が
ス
カ
ス

カ
に
な
っ
て
弱
く
な
る
病
気
で
す
。

腰
や
背
中
が
痛
く
な
っ
た
り
、
曲

が
っ
た
り
し
て
、
ひ
ど
く
な
る
と

骨
折
し
て
寝
た
き
り
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
は
病

気
に
か
か
っ
て
か
ら
治
す
の
は
大

変
で
す
。

　

そ
こ
で
、
普
段
か
ら
骨
粗
し
ょ

う
症
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
多
数
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

�
�
�

　

平
成　

年
３
月　

日
（
金
）

２０

１４

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

�
�
�

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ラ
ン
ド

�
�
�

　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
講
話

　

軽
体
操
・
調
理
実
習

　

※
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
し
、
動
き

　

や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

３
月　

日
（
月
）
ま
で
、
役
場

１０

　

保
健
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ
保

　

健
師
（�
　

－

２
２
７
５
）
に

４２

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
松
前
町
に
住
所
を
有

し
平
成　

年
４
月
か
ら
勤
務
可
能

２０

な
臨
時
職
員
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
可
）
に

記
入
の
う
え
、
３
月　

日
（
水
）

１２

ま
で
に
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
グ

ル
ー
プ
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

健
康
セ
ン
タ
ー
（
字
福
山　

）
２６８

�
�
�
�
�
�
�
	










　

レ
セ
プ
ト
点
検
（
資
格
点
検
及

び
内
容
点
検
）、医
療
費
通
知
事
務

�
�
�
�
�
　

２
名

�
�
�
�
�
�
　
　
　
　
　
　
　

　

職
員
の
勤
務
時
間
と
同
じ

�
�
�
�

　

・
年
齢
は　

歳
ま
で

６０

　

・
医
療
事
務
有
資
格
者
ま
た
は

医
療
機
関
等
で
レ
セ
プ
ト
点

検
の
経
験
が
あ
る
方

�
�
�
�
�
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２０

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２１

３１

�
�
�
　

日
額
５
、
５
０
０
円

�
�
�
�
�
�
　

社
会
保
険

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
	


�

�
�
��
�
�
�
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�����
　○すでに中学校を卒業した人
　○今年度（平成２０年３月）中学校を卒業する予定の人
　○高校に入学したが、単位を修得しなかった人
　○文部科学大臣が中学校卒業者と同程度以上の学力が
あると認定した人

　○有朋高校の校長が認定した人
�����
　○新入学の場合…
　　願書を札幌の有朋高校へ３月１９日（水）１６：３０に必着
　○編入学の場合…
　　願書を札幌の有朋高校へ３月７日（金）１６：３０に必着
�����
　出願書類により選考します
��������	

　○定時制課程と同じ４年間（ただし一部は３年間）
　○学習する内容や卒業資格は全日制、定時制課程と同じ
＊願書の交付など詳しいことは松前高校（�４２－５１３６）へ

������������������������������������������������������������������������������������������ ��������������������������������������������������������������������������������������������������														
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時　間月　日場　　　所地区

１０：００～

１３：００

３月２７日�上川生活改善センター上 川

３月２７日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

３月２７日�館浜生活改善センター館 浜

３月２６日�札前生活改善センター札 前

３月２５日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

３月２５日�茂 草 町 内 会 館茂 草

３月２７日�清部生活改善センター清 部

３月２５日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江 良

３月２６日�

３月２６日�原 口 老 人 憩 の 家原 口
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広報まつまえ 平成２０年３月号��

　

４
月
に
、
中
国
の
高
校
生
（　
２３

名
）
が
松
前
に
や
っ
て
来
て
、
松

前
高
校
の
生
徒
と
の
交
流
事
業
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
泊
３
日
の
短
い
期
間
で
す
が
、

「
国
際
交
流
」
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
、
特
別
に
客
人
扱
い
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
が
１
名
増

え
た
よ
う
な
気
持
ち
で
接
し
、
普

段
の
生
活
を
体
験
さ
せ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
貴
重
な
体
験

と
な
る
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
（
２
泊
３
日
）

　

４
月　

日
（
金
）
夕
方

１８

　
　
　

〜　

日
（
日
）
午
前
中

２０

※　

日
（
土
）
の
日
中
は
、
松
前

１９高
校
と
の
交
流
事
業
と
な
る
予

定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

松
前
国
際
交
流
友
の
会
事
務
局

　

松
橋
也
司
子

　
（
字
豊
岡
／�
　

－

５
０
７
９
）

４２

 

�
�
�
�
�
�
　

　

松
前
町
・
福
島
町
・
木
古
内
町

各
１
名
（
平
成　

年
５
月
１
日
採

２０

用
予
定
）

�
�
�
�
�
�

　

高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
満　

歳
以
上　

１８

２５

歳
未
満
の
者
（
短
期
大
学
・
大
学

卒
業
者
除
く
、
年
齢
基
準
は
平
成

　

年
５
月
１
日
現
在
と
す
る
）

２０
　

平
成　

年
５
月
１
日
ま
で
普
通

２０

自
動
車
運
転
免
許
取
得
見
込
者

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
３
月
６
日
（
木
）

２０

　

午
後
５
時
ま
で

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
３
月　

日
（
土
）

２０

１５

※
受
験
に
関
し
て
の
詳
細
は
、
渡

島
西
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部
（�
　

－

４
０
１
８
）
ま
で

４７

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

松
前
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
と
「
図
書
館
」
の

効
率
的
運
営
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
業
務

を
委
託
す
る
民
間
団
体
を
公
募
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　
�
�
�
�
�
　

学
校
給
食
の
調
理
及
び
配
送
業
務

　
�
�
�
�
�
　

平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
３
月

２０

２１

　
�
�
�
�
�
　

松
前
町
字
神
明　

番
地　

松
前
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

３０

　
�
�
�
�
�
�
�

　
　

松
前
町
内
の
民
間
団
体
で
、
学
校
給
食
の
目
的
を
十
分
理
解
し
、
調

理
・
配
送
業
務
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
者

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
�
�
�
�
�

（
１
）
本
の
貸
し
出
し
、
返
却
、
利
用
者
登
録
な
ど
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務

（
２
）
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
保
存

（
３
）
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
４
）
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

（
５
）
そ
の
他
、
図
書
館
運
営
に
必
要
な
業
務

　
�
�
�
�
�
　

平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
３
月

２０

２１

　
�
�
�
�
�
　

松
前
町
字
神
明　

番
地　

松
前
町
立
図
書
館

３０

　
�
�
�
�
�
�
�

　
　

松
前
町
内
の
民
間
団
体
で
、
公
立
図
書
館
の
役
割
を
十
分
理
解
し
、

　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
者

�
�
�
�
�

　

１　

業
者
の
選
定　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
企
画
提
案
）
方
式
と
し
ま
す
。

※
採
用
・
決
定
ま
で
の
流
れ

①
参
加
申
込
→
②
企
画
提
案
の
指
示
→
③
企
画
提
案
書
提
出
→
④
企
画
提

案
書
の
審
査
・
決
定
→
⑤
審
査
結
果
の
通
知
→
⑥
委
託
契
約
の
締
結

　

２　

企
画
提
案
書
の
提
出
期
日　

　
　
　

平
成　

年
３
月　

日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で
に
、
提
出
願
い
ま
す
。

２０

１８

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

学
校
給
食
委
託
業
務　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（�
　

－

２
５
６
５
）

４２

　

図
書
館
管
理
運
営
委
託
業
務
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seisaku01
テキストボックス
6,300円に変更する
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発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８
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■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。

���������	�
������
����������	
������
����������	
������
�������	
��������
（　）内は前月との比較増減 

������
字江良　村本　泰平
　　　　室田小百合（字静浦）

字福山　池田　春光
　　　　�橋由香里（字江良）

������
�������	��������

字建石　川瀬　　 翼  （ 健 ）
つばさ

字大磯　佐藤　 愛  優 （ 誠 ）
あ ゆ

字松城　�橋　 良輔  （ 努 ）
りょうすけ

�����

�����
字原口　東�キヨイ（８６）
字江良　柴田　鈴枝（８１）
字茂草　堀川  郎（７７）
字茂草　堀川　力雄（７０）
字静浦　佐々木ツヱ（８６）
字静浦　平床　キセ（７６）
字赤神　 木　幸吉（７５）
字建石　福井　　幸（７６）
字建石　吉田　吉雄（８６）
字大磯　井村　　仁（７４）
字朝日　館野　　勲（５９）

　

温
泉
休
養
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成　

年
３
月
１
日
か
ら
、
館
内
で

２０
軽
飲
食
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
い

た
し
ま
す
。

�
�
�
��

　

毎
週
月
・
木
・
土
・
日
曜
日

　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１１

�
�
�
�
�
�
�

　

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
・
生
ビ
ー
ル
・

弁
当
類
・
う
ど
ん
・
そ
ば
類
な
ど

※
都
合
に
よ
り
開
設
日
や
販
売
品

目
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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◇
金
一
封

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

松
前
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
様

○
盆
踊
集
団　

す
き
っ
ぺ　

様
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◇
金
一
封

○
小
野
寺
喜
美
子　

様（
字
館
浜
）

○
郵
便
局
婦
人
会

　
　
　

代
表　

赤
松　

順
子　

様

○
盆
踊
集
団　

す
き
っ
ぺ　

様
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�役 ：役場
�病 ：町立松前病院
�総 ：町民総合センター
�町体 ：町民体育館
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�健 ：健康センター
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
パーク：ふれあい公園パークゴルフ場
�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター

�憩 ：老人憩の家
�寿 ：寿の家
�福 ：月島福祉の家
ふれあい：ふれあい交流センター
�会館 ：町内会館
�社協 ：社会福祉協議会

����������

�������	

童話の日（絵本の読み聞かせ・工作）（１４：００～１５：３０ �総 ）�� ���
�������	
��
�（１０：００～ �総 ）
スタンド営業：太平洋石油�� ���

白神地区町道民税申告（９：３０～１５：３０ 白神�寿 ）�� ���

乳・子宮がん検診（８：３０～１３：００ �総 ）大磯地区町道民税申告（９：３０～１５：３０ 大磯�会館 ）�� ���

乳・子宮がん検診（８：３０～１３：００ いさりび）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

�������	�
唐津地区町道民税申告（９：３０～１５：３０ ふれあい）
上川地区町道民税申告（９：３０～１５：３０ 上川�改 ）

�� ���

栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）

博多地区町道民税申告（９：３０～１５：３０ 博多�会館 ）
荒谷地区町道民税申告（９：３０～１５：３０ 荒谷�寿 ）
旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）

�� ���

耳鼻咽喉科診療（８：３０～１５：００ �病 ）
弁天・建石地区町道民税申告
（９：３０～１５：３０ 漁民センター）�� ���

�� ���

スタンド営業：前側石油�� ���

小島全区町道民税申告（９：３０～１５：３０ �集 ）��� ���

股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ �病 ）大島全区町道民税申告（９：３０～１５：３０ 江良�町体 ）��� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）松城・豊岡地区町道民税申告（９：３０～１５：３０ �総 ）��� ���
定期健康相談
（１０：００～１４：００ �健 　１２：３０～１３：３０ 茂草�会館 ）

福山地区・全町町道民税申告（９：３０～１５：３０ �総 ）
旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���
�������	
全町町道民税申告（９：３０～１５：３０ �総 ）��� ���
全町町道民税申告（９：３０～１５：３０ �総 ）
童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）��� ���

スタンド営業：川菱商会��� ���

��� ���

�������	��� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）

��� ���

��� ���

��������	�
������������������

����
���� ���� �����	
�����������	
��� �����	
�����������	
�

����
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��������	�

��������	


��������	�
���

��������

��� ������� ������ ������� ���
�����

�����

��� ������� ������ ������� ��������

��� ������� ������ ������� �����������

�����������	
���������

��� ������ ��������

��� ������ ��������

����������

耳鼻咽喉科診療（１３：３０～１５：００ �病 ）��� ���
町立病院診療日〈平日診療科目のほか、内科（循
環器・予約制）・耳鼻咽喉科診療〉（８：３０～１１：００）��� ���

スタンド営業：太平洋石油��� ���

�������	
���� ���

リハビリ教室（９：３０～１４：３０ �総 ）��� ���
乳児健診（１２：３０～１３：１５ �健 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）年金相談（９：００～１５：００ �役 ）��� ���
育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）

就職相談会（１０：００～１２：００ �総 　１３：３０～１６：００ いさりび）
旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���

��� ���

��� ���

スタンド営業：前側石油��� ���

��� ���

�� �����	
�����������	
� ����
����� ���� �����	
�����������	
�

�� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）�� ���
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）
栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）�� ���

�� ���

童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）�� ���

�


